
財産の処分につき議決を求めることについて 

（新名神高速道路事業に係る県有地譲渡契約） 
 

１ 概 要 

  大石竜門自然保護地について、新名神高速道路事業における本線およびサ

ービスエリアの一部が計画されており、他に適切な場所はなく、公益性の高

い事業であることから、当地を処分することはやむを得ないと判断し、譲渡

契約を締結するもの。 

 

２ 譲渡契約の概要 

   所 在 地 ：大津市大石龍門四丁目字又ケ谷１６４番２ 外２４筆 

   地目（現況） ：山林、原野（山林） 

   面積（実測） ：９２,８６０.１４㎡ 

   契 約 金 額 ：３３４,２９７,０００円 (３,６００円/㎡) 

   契約の相手方 ：西日本高速道路株式会社 

   

 

３ 大石竜門自然保護地の状況 

(1)概 要 

名 称：大石竜門自然保護地 

所在地：大津市大石龍門四丁目字又ケ谷 

           〃      町ケ谷 

           〃       八代   合計  ５６筆 

公簿面積：１６６，９４８㎡ 

その他：三上・田上・信楽県立自然公園 第３種特別地域 

 

(2)取得経過 

取得年度：昭和 54 年 

取得理由：当地の豊かな自然を開発から守るため。 

 

        

４ 処分等することがやむを得ないと判断される理由  

(1)本線およびサービスエリアの設置場所として適当な場所は当地のみとさ

れているため。 

 

(2)当地は、豊かな自然を開発から守るために取得したものであるが、有識者

による現地調査等の結果、自然環境に及ぼす影響は軽微であると判断され

るため。 
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